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要約

本研究 はジャ ン ･ ピアジ ェ による藩知発達 の理論等を作業仮説として ､ 知的障害児

の 藩知 的発 達の 支援を考察した ｡ 具体的に は ､
ピアジ ェ の 発達理論を中心 に, 磨

史 ･ 薬療 ･ そ の後 の発 展より､ 知 的障害児 の 藩知的発 達と支援 - の 可能性を検討し

て いる｡ また藩知 心理学の観点による藩知発 達の支援方法を知的障害児 - の支援

方 法として援用した｡

･ ピアジ ェ による藩知 発達の 理論 ･ R . B . キヤツテ ル の凍動性知

能 ･ 現在の 共 同注意に関する研究など､ 様 々 な発達論を統合して , 知 的障害児 - の

動機付けの低さや シンボル 形成 の支壊仮説として構成した｡

キ ー

ワ
ー ド 藩知発達 ピアジ ェ 知的障害児 支援仮説
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1 . さまじめに

子 どもの藩知発達を支援する為に ､ 先行 研究を参考に検討する｡ 藩知発 達研究

の 間唐とは( 1) 知る過 程, ( 2) 知我の 獲得機構, ( 3) 知 裁 の構造化 ､ ( 4) 知識 の構造

化 の変化 ､ ( 5) 知織の利用 ､ (6) 知識の 初期値等を明らか にする事である｡

《1》
また藩

知発達研究は藩知 を研究 の 対象とする｡ この 藩知とは｢人 間が外界から様々 なデ ー

タ(情報) を感覚器官を通 じて知 覚し､ それを脳内に記憶し､ デ ー

タの欠 けて いる部

分を補 い
､ 最終的に必 要な判断や意思決定を行なうためには ､ デ ー タを受け入れて

一 定の 形式で処理する何らか の仕組み ､ つ まりプ ロ グラムが必要である.
このような

心 の プログラムによる情報処理 のことを藩知と呼ぶ の である｡ ｣
《2 》

そして ､ 発 達とは｢ 子

どもが生まれ , 大人 になる過程で の変化をさす｡ ｣
《3 》｢ 発達は, 種々 の可能自 己( まだ

実現して い ない自己 に つ いて のイメ ー ジ) の 実現と回避 を通して , 積極的に人 生を構

築して いく過轟として理解される｡ ｣ と遠藤( 1 9 9 9) が可能自己 の 説明 中に述 べ て い

る｡

《4 》 また生涯発達心理学では成人期 ･ 老年期で の変化も発達に含めて いる｡

《5 》

藩知発達研究はジャン ･ ピアジ ェ によ っ て大きく進められた｡ ジャン ･ ピアジ ェ(J e a n

円a g et ･ 1 8 9 6 - 1 9 8 0) はフラン ス帯圏スイス 出身の 発達心理学者である｡ 子 どもの

藩知発 達に関するピアジ ェ の 心理学研究 は発生 的藩藩論 の 副産物であ っ た｡
この

発生的落款論とはピアジ ェ が哲学の
一 部であると考えられて い た藩織の起源 ･ 本質 ･

妥当範囲を論究する藩織論に, 固有の 研究法を確立して
一

つ の 科学として体系化し

ようとしたもの である｡

《61)
また発 生的藩談論 の発生とは生物系が時間軸にそ っ て変化

すること,

一 般的には単純な系からより複雑な系 -
, さらには衰退 - という変化をさす｡

《7》ピアジ ェ の 理論は藩知(思考) は単純な藩織から複雑で強力な構築物 - の 移行を

研究する藩織論であっ た｡

《8 》
基本的な考えとしては ､ 藩知( 思考) が内容とは独立し

て額域
一

般的に発 達すると考えた｡ そして ､ 藩知(思考) の モ デル を考え出し､

一 般

的段階を設定した｡

《9 》
生 涯最後の 十年間 に研究は藩知(思考)を構造の 側面 から過

梶 - の側面 - と転換し､
ピアジ ェ 理論を新たなもの にした｡

《1 0》
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2 . 問題と目的

子どもの 藩知的発 達(年齢: 0 歳から2 歳) の支援を目的とする｡ その 理 由として は ､

筆者 の保育実践による影響がある｡ 大学で は 0 轟から6 歳迄 の 子ども連を対象に授

業の
一

環として ､ 保育実習を行な っ た｡ この 実習を通 して 子育て支援を経験すること

が出来た｡ 保育経験を通して筆者は子どもの 発達に興味を持 っ た｡ 特に子どもの知

的な側面に 関心があるo

本を読み ､ 人と会話を行なう等 の子 どもが費境に適応 する為に ､ 藩知 の 基本構造

を形成する事を考える｡
｢ とりわけ言薄情報を用 い た対話や会苗などは , 最も高度な

情報の 処理 であると考えられて いる様である｡ ｣
《1 1 》 ピアジ ェ は幼児期 にお い て子ど

もがr ご っ こ遊び｣ のように実際とは異な っ た立場に自分を置い て蕃んだり, 何 かを別

の物にみたてて遊ぶという, それまでとは質的に異なる遊び(象徴遊び) をすることが

できるようになること, そしてこの 時期に蕎麦や文 法などの 書 斎能力 が急速に発達し

て いくことがこ の シ ンボル の 出現によ っ て可能にな っ たもの で あると述 べ て いる｡

《1 2 》

子どもが言 寄情報を用 いる高度な処理が出来るように ､ 幼児期の 特徴であるシ ンボ

ル 形成を支援して ､ 藩知発達 の足 場作りを行なう｡ 特にこの 時期に定型 的発達との

差が表面化してくる知 的障害児 の 支援を考える｡ 支援 の 作業仮説となるピアジ ェ の

藩知発 達研究を手掛かりにする｡
ピアジ ェ による発達理論 の始まりと発展そして義一圧

迄 の状況を手掛かりとして ､ 子 どもの 特 に､ 知的障害児に関する罷知発達 - 支援 の

あり方に示唆を得る｡
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3 . 方法

本研究 はジャ ン ･ ピアジ ェ による発 達理論の 形式 的操作段 階を参考に進 めた｡ そ

れは ､ 人 間 の藩知発達が十 -

､
二 歳頃より形式的操作度階として説明されて いる｡

具 体的に は仮説 演梓的な形 で推理する事が可能になりピアジ ェ はこ の 段階にお い

て表象的構造は
一 応完成されると考え佐説を構成して いる｡ 結果が現実と矛盾しよう

とも思考の 対象となるもの は現実そのもの ではなく､
｢命唐｣ である点がこの 段階の特

色である｡ 形式的換作期にあた っ て は ､ それが ､ ある飯定から出発して , 正しい 論理

形式 に導かれて 出された結果であれば ､ それは受け入れられると説明されて いる｡

《1

3 》
こ の形 式的換作により0 歳から2 歳まで の知 的障害児を対象とした藩知的発達 の

支援を明らかにした｡

知的に障害がある子ども - も､ これまで に明らか にされた理論等により承知的発達

- の可能性があることを ･ ピアジ ェ による藩知発 達の理論 ･

R . B . キヤ ツテ ル の 流動性

知能 ･ 現在 の共 同注意に 関する研 究 ･ オ ペ ラント条件付 け ･ 養育者が足 場作りをする

藩知発達に関する方法論を援用し, 再構成を行な っ た｡
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4
. 諸理論 の 概観

検討しようとして いる諸理論の概略は 以下のようなもの である｡

･ ピアジ ェ による藩知発達の理論に つ いて

本研 究に 対する論の援用と支援の 作業仮説として使用した｡
ピアジ ェ が提唱した

藩知発達 の理論とは知能を生物学的に捉えようと出発 して ､ そこに独 自の 心理学ひ

いては藩織論 の体系を築 いた理論である｡

《1 4 》

･

R . B . キヤツテ ル の涜動性 ･ 結晶性 因子説に つ いて

子どもの シ ンボ ルを構成する能力を支援するために ､ また生涯発達 の視点より支

援 を考 奏するた め にキヤ ツ テ ル の 理論 を援 用 した ｡ C att ell , R 町 m O n d B e m a rd

( 1 90 5
- ) とはイギリス生まれ の 性格心理学 , 計量心理学者である｡ キヤツテ ル は知

能構造が流動性知能と結晶性知能という二 つ の 因子 に 単純化できると主張した｡ 先

ず ､ 流動性知能とは新しい巷面 に適応する際に働く知的能力 である｡
これに対して ,

結晶性知能とは過去 の 経験が結晶化されたもの である｡ それは流動性知能を基盤と

する過去 の学習によ っ て得られた判断力や習慣である｡ 衆境因子 ､ 文化因子 による

経験 の横会に強く影響されると考えられて いる｡
これらはキヤ ツテ ル が 1 9 7 1 年に知

能因子 説 に於 い て 提 唱したも の で あり､ 正 式 には涜動性 一 般能力( 加id g e n e r al

ab ilit y) と結晶性
一 般能力( cr y st alliz ed g e n e r al abilit y) という｡

《1 5》

･ 現在の共 同注意に関する研究に つ いて

子どもの 藩知 の構造 - シ ンボル 形成を行う事ために ､ 2 0 0 6 年に発表された共同

注意に関する研究を参考にした｡ この 研究は大神英裕氏と実藤和佳子 氏によ っ て行

なわれて いる8 カ月 から1 8 カ月 まで の釣2
,
0 0 0 人 の 出生児を対象に､ 2 カ月ごとに行

なわれた共同注意に関する縦断的コ ー ホ ー ト訴査 のデ ー タが解介された論文である｡

共 同注 意の 発達 には｢視線 の追従｣
･ ｢ 行動 の 追従｣

･ ｢ 注意 の 換作｣
･ ｢ シ ン ボル 形

成｣ までの 四段階が明らか にされて いる｡

《欄

･ オ ペ ラント条件付 けにつ いて

子どもの 藩知 の 構造 - シ ンボル 形成を行う事ため に , オ ペ ラント条件付けの刺激

= 反応 = 強化刺激 の 因果関係と発達論を作業仮説として使用した｡
このオ ペラント
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条件付けとは有機体の 自発した行動に強化刺激を随伴させ ､ 反 応顔度や反応特性

を変容させる換作､ 及びその過程｡

《1 7 》

･ 養育者が足 場作りをする承知発達に関する方法論につ い て

知的障害児 の藩知発 達を支援する為に, 藩知心理 学の 観点 による方法論を参考

にした｡ これ は ､ 養育者が足場を提供することによ っ て ､ 子どもが現在 の能力 を更に

伸ばすように支援する方法論である｡ その 内容は ､ 〔(1) 子 どもを課唐 に惹きつ けるこ

と｡ (2) 課唐を簡単にして間唐解決 に必要なステップ の数を減らすこと｡ それ により､

子どもは課唐 要求を寄港できるようになり､ 間宮解決過程に必要な下位ステップを達

成できるようになる｡ ( 3) 子どもを目標達成 - と動機付け , 子どもの 思考過軽を正 しく

方向付けること｡ ( 4) 子 どもが考え出した解決法と正しい解決法のあい だの 本質的な

矛盾点を示すこと｡ ( 5) 閉居解決に伴う子どもの 心 の葛藤を詞生すること｡ ( 6) 閉居

解決 に至るまで の模範的な遂行例を示すこと｡ 〕
《1 8》

というもの である｡
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5 . J e a n Pi a g et

5 . 1 歴史

ジャ ン ･ ピアジ ェ とは(J e a n Pi a g et ･ 1 8 9 6 - 1 9 8 0) フラン ス 帯圏スイス 出身の発達

心理 学者である. ピアジ ェ は十代 にフラン ス の代表的哲学者 ベ ル グソン( H e mi L o ui s

B e r g s o n
･ 1 8 5 9

-

1 9 4 8) によっ て唱道された創造的進化論( e v ol uti o n c r e atri c e) に出

会う｡

《1 9》
この 創造的進化論とは｢ あらゆる固定化 ･ 空 間化を忌む生命紘 , 冶えず予

知 できない 新しい物を生み ､ 飛躍し創造的である - -

｡ ｣ と説 かれた主著である｡

《2 0》

ピアジ ェ は ベ ル グソン の実験的基礎が無 い蔑為には満足 できず ､ 心 理学により藩敢

の 生物 学的説明 に 一 生を捧げる決心をする｡
ピアジ ェ はチ ュ

ー リッ ヒ つ い でパリで 心

理学を学んだ後 ,
1 9 2 1 年以降には ､ ジ ュ ネ - ヴを本拠 地に児童 心理学研究を続け

る｡ それは知 能の構造を明らかにする為 の 研究であ っ た｡

《2 1 》
知能とは｢ 広義には,

生物 の適応 形式 の最高次の機能をさす｡ ｣
《2 2 》 または｢ 衆境 に適応し, 新しい 開港

状況 に対 処する知的機能 ･ 能力 ｡ ｣ と定義されて いる｡

《2 3 》 ピアジ ェ は知 能研究 の
一

方 では科学史における観念の発達と子どもに放ける観念の 発達を平行させて研究し

た｡
1 9 5 0 年には｢ 発生的藩稚魚序説｣ 全 三巻を著する｡ 科学としての 藩我論を構築｡

1 9 5 5 年に発生的範頼論国際セ ンタ ー をジ ュ ネ - ヴ大 学に創設 ｡ 学際的研究 の必要

性 により創設されたセ ンタ ー

は , 諸科学の専門家と心 理学者が共 同研究を行な っ た｡

こ の 共同研究 は 理論的検討と実験的分析が同時に進められた｡ 1 9 5 7 - 1 9 8 0 年に

は｢ 発生的藩鞍論研究紀要｣ 全 3 7 巻が出版される｡ この 研究成果はピアジ ェ の 死 の

直前まで続けられた｡

i2 4 》

5 . 2 業唐

ピアジ ェ の 業 熟ま単純な藩稚から複雑で強力な構築物 - の移行を研究する製織

論である｡ ( 1) こ の発 生的藩強論の 研究対象とは諸藩報の 拡大 のメカ ニ ズムに限定

された｡ ( 2) 研究 方法とは ､ 発 生的分析と形式的分析である｡ 先ず ､ 発 生 的方法は

藩織 の漸進的構築を明らかにして来ていると言えよう｡ それは落款の 系統発 生/ 個

体発生 に対応して ､ 科学史の 批判的方法 による再構成 である｡
この 系統発 生とは発

生 の変化を進化的に種族レ ベ ル でみた場合が系畿 発生 であり､ 個体発 生とは発 生

の変化を個体レ ベ ル でみた場合をそれぞれ いう｡

《2 5 》
そして ､ 心理発 生的方法は子

どもの 落款の 発達過程の 再構成である｡ 次に､ 形 式的分析とはピアジ ェ 心理学を特
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徴付ける論理学による藩織 の 研究法であるo ( 3) 研 究 の 目的として は ､ 藩織論的諸

間者 の解明を目指す ｡ 例えば ､ ( 3
-

1) 藩織の獲得に於 ける主体と客体の 関係 ､ ( 3

-

2) 数学的演梓と物理的実験 の 騨係 ､ ( 3
-

3) 発見と発 明 の 関係等である｡

《2 6 》 ピ

ア ジ ェ は発 達の ダイナミクス を説 明するため に 均衡化 の モ デ ル を精練化した｡

《2 7 》

均衡化とは 同化( シ ェ マ による情報の 取入 れ) と蘭飾( シ ェ マ 自体の 変更) を繰り返し

ながら, ある藩織を次の段 階の更 に安定した落款に発 達させるダイナミックな過程で

ある｡ 均衡化が説 明されて いる引用文献である
`

発 達の 理論
'

には シ ェ マ に つ いて ､

動作と表象という 一

見 かけ離れたもの をシ ェ マ という考えの 中に統合して行くところに

ピアジ ェ の非常に優れた点があると述 べ られて いる｡ 具体的には動作の型 ､
｢ 自分が

い っ でも引き起 こせる動作の 型｣ これらの 行動を可能にする下書きをシ ェ マ であると

説 明されて いる｡ またイメ ー ジや概念などの表象もシ ェ マ であると述 べ られてい る｡

《2

8》
均衡とはピアジ ェ の 全著作を貫 いて いる概念であり､

この 均衡化モ デル を洗練し

続けた｡ そして ､ 生 涯最後 の十年間は承知(思考) の構造 から過程 - と転換してい っ

た｡

《2 9 》

5 . 3 ピアジ ェ 理論

子どもの 藩知 発達に関するピアジ ェ の心 理学研究とは発生 的藩敢論の 副産物で

ある｡

《3 0》
こ の 藩識論の 科学的研 究 の起源を検討すれば ､ 現在迄 の様 々 な藩知発

達研究に関連して ､ 他の 研究も理解が容易となる｡ ここで は『発達 の理論 発達と教

育 ･ その 基本閉居を考える』を参考にする｡
ピアジ ェ が提唱した藩知発達 の理論とは

知 能を生物学的に捉えようと出発して ､ そこに独 自の 心理学ひ い ては落款論 の体系

を築いた辛が述 べ られている｡

《3 1 》

5 . 3 . 1 感覚運動的段階

上述『発達 の理論』はピアジ ェ の 理論を説明する為に具体例を提供して いる｡ 特に

感覚運動的段 階の 詳細である｡

第 一

に本文 は感覚運動的知能 の 六 つ の段 階のうち､ 最初の 第 一

段 階を出生後 の

反応的な活動 , 反射的なシ ェ マ の使用が中心にな っ て いる段 階である事を述 べ て い

る｡ 著者 の 岡本氏 は出生後の 反射活動から出発して ､ 非常に詳しく､ 同化のメカ ニ ズ

ムや乳 の 吸い 方に つ いてピアジ ェ の 理論を説明している｡
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そして ､ 第 二 段 階というの は ､ 三 ､ 四ケ月 頃まで の 段階であり､ 第 一

次循費 反応と

いうのが形成されてくるのが特徴であると述 べ て いる｡ 岡本氏は この 点 に つ い て ､
ピ

アジ ェ にとっ て は循環反応というの は, その子 どもの 発展 の 縁起となる非常に大事な

もの で あると纏められて いる｡ 具体的に第
一

次循寮反応とは , 自分の 身体に 限 っ た

感覚運動 の繰り返しであ っ て ､ 例えば , 手を開い たり閉じたり, 首を繰り返し振る様な

動作, あるい は､ 同じ声を繰り返して 出してみるという様な動作である｡

第三 に本文 は第三 度階に つ い て , 第二 次循環反応が形成されて ､ 物の ある部分

がそのもの を意味する記号(インデックス) として成立する事を述 べ て いる｡ 岡本氏は

こ の点に つ い て ､ 循費反応は物が取り入れられてくると説明して いる｡ 具体的には物

を出すと見たもの を掴む ､ 目と手 の協応動作が成立してくる｡ この 段階からは 二 つ の

シ ェ マ が協応し､ 競合され ､

一

つ の新しい行為を生 み出してくる第 二次循寮反応を

説 明して いる｡ インデックス の成立に関しては ､ 物の 部分を見るだけでそ の物が分か

る事として ､ 噛乳瓶を布で包ん で , 乳房の 先だけ見せられると､ その 乳首の部分だけ

で ､ 直ぐそれたと分かると述 べ て いる｡

第四に本文は 第四段階というの は大体が生後八ケ月 頃から始まり､ 特徴は物 の成

立と, 手段
一

日的関係 の成立という事にあると述 べ られて いる｡ 具体的に 岡本氏 は物

の成立に関して物が見 えなくても､ 物は物として存在するという物の概念 の 基本が出

来上がる事｡ そして ､ 手段 一 目的の 分化という形 で ､ 右手 で布 の 下に有る玩具を掴む

という動作が目的で
､ 左 手で 布を払うのが手段 ､

二 つ の動作がただくっ 付けられて い

るの ではなく､ それが手段 一 目的関係に於 い て組み 立てられてくるという事を凄めて

いる｡

第 五 に本文 は第五 段階を大体に於 い て 1 歳位を境に始まり､ 第三次循衆反 応が

成立し､ 繰り返し活動が説明されて いる｡ 具体的には先 の第 一 次循費 反応と違 っ て

今度はそれ が柔軟性を持ち､ 自分で変化を作り出して行く｡ そして , その 中でも特に

効果の あ っ た活動を発見 して , 次にはそれをまたや っ てみる｡ 障害児や自閉的な子

どもに 関して ､ 循費反応は多くやるが ､ それが固定してしまっ て ､ 第三次循衆反応的

なものが非常に 出にくい 子がよくあるとaB めている｡

最後に本文は第六段階では 内面化が起こ っ て来て ､ 感覚運動的知能 の
一 応は完

成という事になると述 べ て いる｡ 岡本氏 は具体的に頭 の 中で考え､

一 番 い い 方法を

持 っ て行く事をシ ュ マ の 内面化として説 明を凄めて いる｡ そして ､ これがイメ ー ジとか

概念とか表象活動として思考の 基本にな っ て いくと述 べ ている｡

《3 2》
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5 . 3 . 2 表象的思考段階

引用文献である『発達 の理論』には ピアジ ェ 理論に関して , 感覚運動的動作の 内

面化後の思考活動には表象的思考段 階に つ いて説 明がなされて いる｡

第 一 に本文 は象徴的思考段 階を
- 歳半もしくは 二歳ごろより四歳ごろまでと理論を

立て ､ 象徴的思考段 階を説明 して いる｡ 具体的には物を他の 色 々 な物に見 立てて

遊ぶ象徴的遊びが盛ん になる時期であると説明されて いる｡ しかし､ 意味を支えて い

るの は子どもが抱く個 々 のイメ
ー ジを中心とした前概念というべ きもの であり､ 大人 の

概念 に見られる類と関係の把握は十分に出来ない
｡

第 二 に本文 は直感的思考度階を四 歳ごろより七 ､ 八歳頃までと理論を立て , 直感

的思考段階を説明されて いる｡ 具体的には概念化が進 み , 事物を分類したり常連付

けたりする｡ しかし､ 直感作用 に依存して いる為にそ の時の 知 覚的に目立 っ た特徴

によ っ て左右され ,

一 貫した論理的換作はみられないと述 べ られている｡

第三に七 ､ 八歳ごろより十
-

､ 十 二 歳頃までを具体的換作段 階として説明されて い

る｡ それは自分が具体的に理解できる範囲 の 物に関して は､ 論理 的な換作によ っ て

思考したり推理したりする事が出来る様になる｡ 論理的思考換作の 体系が成立して ､

自 己 の頭 の 中で筋道を立てて物事を体系立て 考える事が可能になる｡ 現実を論理

的に再構成する辛が可能になる｡ 具体的には論理 の筋道で往く道を習っ たら帰り道

は 分からなくとも同時に理解できると言う事であり｡ その状況 に応じて非常に融通 性

ある安定した性質を持 っ て いると述 べ られて いる｡ 例えばサ ル が動物であるという事

は ､ 逆に言うと, 動物というクラス の 中の ひとつ のメン バ ー として蕪があるという事であ

り｡ 三から四歳の 子どもでもサ ル は動物で ある事は知 っ て いるが , それは必ずしも動

物 の
一 種として ､ サ ル があるという事を知 っ て いるとは 限らない

｡ それが理解できるの

は, 七 から八歳頃を待たね ばならない
｡

この 可逆性というの は発 達の 目印としてピア

ジ ェ が重視して いるものと説明 がなされて いる｡ しかし､ 具体的事物に限られており､

い まだ現実の束縛を逃れる事が出来ない
｡

最後に十
-

､
二 歳頃より形式的換作段階として説明されて いる｡ 具体的には倣説

済挿的な形で推理する事が可能 になりピアジ ェ はこ の段 階にお い て表象的構造は

一 応完成されると考え仮説を構成して いる｡ 結果が現実と矛盾しようとも思考の 対象

となるもの は現実そのもの ではなく､
｢ 命唐｣ である点がこ の段 階の特色である｡ 形式

的換作期にあた っ て は ､ それが ､ ある仮定から出発 して ､ 正しい論理形 式に導か れ

て 出された結果であれば ､ それは受け入れられる｡

《3 3 》
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5 . 3 . 3 知能

引用 文献である『発達の 理論』はピアジ ェ が知能を生物 学的に捉えようと出発 して ,

そこに独自の 心 理学ひ い て は藩帝論 の 体系を築い た辛が述 べ られて いる. 知能研

究に関してピアジ ェ は始めビネ -

の 下で 研 究を行な っ て い た｡

《3 4 》 ビネ - ( Bi n et
,

ju fr ed ･ 1 8 5 7
-

1 9 1 1) とはビネ 一 式知 能検査の創始者として有名 なフラン ス の心理

学者である｡

《3 5 》 ビネ -

は知能の個人差とその 量的沸定に関心を持 っ たが､
ピアジ

ェ は藩知機能発達の
一

般論に関して研究を行なっ た｡

《3 61j

ピアジ ェ は 第
一

に知 能というの は最 高の均衡 の取れた状態であると述 べ て いるo

つ まり知能というの は最後に到達する最高のレ ベ ル であ っ て , 子どもには ､ そうした均

衡性が欠けて いる事を強訴する｡ 『発 達の理論』に は著者の 岡本氏が｢ ピアジ ェ の言

っ て いる知能を知 能テストで捉える常萩化して いる様な知能というよりも､ 知的機能と

いう形で広く考えて いただい たらい い の では｣ と説明して いる｡

そして ､ 第二 にピアジ ェ は知 能の発達を知覚的なもの からだんだん発達すると共に､

その 中から知覚とは異な っ た構造を持 っ た思考活動がどの様に発生して行くかを考

えて発 達を説 明する｡ 知覚とは, 生活体が受容器を通して ､ 外界の 事物や事象或 い

は 自己 の 状態を直接的 ･ 直感的に捉 える働きや過程である｡

《3 7 》
そして ､ 均衡化は

大体これまで に育 っ てきた様にピアジ ェ は構造という事と､ 構造から構造 - の変換 ､

あるい は発生という事, そして行 為を通 して人 間は行 っ て いるの であ っ て ､ それを作

用という点から見ると, 同化作用 ､ 調節作用 からな っ て いる機能的連続という事が説

明されて いる｡ 感覚運動的構造から､ 表象的構造 - と発達 の 方向に於 い て構造的

非連続である遠い 道のりがあると述 べ られて いる｡

第三 に適応状態に関して説 明がなされて いる｡ それは同化と調節 の均衡が取れた

状態､
バラン ス の取れた状態だと述 べ られて いる｡ 具体的には同化というの は｢ものと

か外界を自己 の行動シ ェ マ や概念に取り入れる｣ という事､ それ から爾飾というの は ､

｢もの
､ 外界に応じて自己 の行動シ ェ マ や概念を変える｣ という作用であり､ 別に厄介

な事ではなく､ ごく当然の 事を言 っ て いると説明がある.

第四に シ ェ マ に つ い て ､ 動作と表象という 一

見か け離れたもの をシ ェ マ という考えの

中に競合して行くところにピアジ ェ の非常に優れた点があると述 べ られ ている｡ 具体

的に は動作の型 ､
｢自分がい つ でも引き起こせる動作の型｣ これらの行動を可能にす

る下書きをシ ェ マ であると説 明されて いる｡ またイメ ー ジや概念などの表象もシ ェ マ で
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あると述 べ られている｡

ピアジ ェ は知能 の源 に関して ､
｢ 随分早くから､ 小さい子 どもの ､ それこそ赤ちやん

の 色 々 の動作の 中にも汲 み取れるんだ､ そして ､ それぞれ の投 階でそれぞれ の 均衡

化があるのだ｣ と説明して いる｡ そして ､
｢ 知覚的なもの からだんだん発 達すると共 に ､

その 中から知覚とは異な っ た構造を持っ た思考活動がどの 様に発生 して行くかを考

えて発達を説明する｡ ｣ 支援の 際には ､ 始め に知 覚的課唐(感覚運動的知能段階) ､

その 次に藩知( 思考活動) として ､ 発生を順序立てた, 藩知(思考活動) の支援として

応用 が可能となる｡

《3 8》

5 . 4 ピ アジ ェ 理論 の 展開

ピアジ ェ は知 能が感覚運動的段 階, 象徴的思 考段階 ､ 直感的思考段階､ 具体的

換作段階 ､ 形 式的操作段 階を辿ることを説 明して いる｡

《3 9 》 ピアジ ェ 理論 - の 批判

や修正 があり､ そ の後の 展開は , 生涯発達 の視点, 乳幼児期の 有能性 を強訴(乳幼

児は 可也 早 い 時期から推論が行なえること) ､ 藩知発 達の嶺域固有牲を強訴( 課唐

によ っ て発達 の道筋が異なること) 等が見 出される様にな っ た｡

《4 0 》 ピアジ ェ の発達

論を作業俵説として ､ 支援を考える歩合には考慮する必要があると思われる｡
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6 i n t ell e ct u al a n d d e v el o p m e n t al di s abi 批i e s

6 . 1 知 的障害とそ の 歴史

引用文献である『心理臨床大事典』に は精神 遅滞 の 歴史を辿る時アメリカ精神 遅

滞学会( A A M R) が大きな役割を果たして いることを述 べ て い る｡ 最近 の知 的障害に

関する新しい 思想や社会的対応に つ いて は ､ A A M R の存在を重視して いる｡ 1 8 7 4

年以 来 ､ 精神遅滞 の定義とその 分類に関して常に世界 の 主導的役割を果たして い

る A A M R の 経過を概親すると述 べ て いる｡ これを参考に知的障害を歴史から調査す

る｡

《4 1 》

文献に は昔から世界中の 知的障害のある人達は差別 ･ 偏見 の 対象とされて来たこ

とを述 べ て い る. そ して ､
フ ラン ス の 青 年 医 師 ジャ ン

-

マ ル ク ･ イタ
ー

ル It a rd ,

J e an
-

M a r e( 1 7 7 4
-

1 8 3 8) がこのような風潮に逆らい
､ 新しい視点から試み を行な っ

た｡
1 8 0 0 年から5 年間アヴェ ロ ン の野生児に先駆的実践が行なわれた｡ それは治療

教育の 起源となるものであ っ た｡

《4 2 》

イタ ー ル に指導を受けたて いた エ ドワ ー ド･ セガン S e 糾i n
,
E d o u a rd ( 1 8 1 2

-

1 8 8 0)

が1 8 3 7 以 降に 白痴児教育 - 取り組む｡ しかし, 理念と方法が広くは受け入れられな

か っ た｡ 医学の 素養があ っ たセガンは( 1) 筋肉又 は 身体の 教育( 活動性) ､ ( 2) 感覚

の 教育( 知能) ､ ( 3) 道徳の 教育(意思) の 三領域からの 生理的 教育を体系化し高く

評価される｡ そして , 1 8 4 8 年の 二月 革命以後に はフラン ス 国内にお い て は政治的

混乱 が按き､ 1 8 5 0 年に米 国 - 移住する. 米国にお ける エドワ
ー

ド
･ セガン の名前は

E d w a rd S e g ui n となる｡
セ ガンは有名人として知られて いた｡

しかし
, 移住当初は必ず

しも恵まれた状況 ではなか っ たと述 べ て いる｡ ( T r e nt , 1 9 9 4 ; Sh o rt e r , 2 0 0 0) ｡

《4 3 》

セガ ンは 1 8 5 2 年の 末から1 8 6 0 年まで ニ ュ
ー ヨ ー ク州 の ア ル バ - ニ にあ っ た ハ -

ベ イ･ ウイル バ ー

W ilb ur , H a r v ey B .
の p ri v at e s ch o ol に滞在する｡ そ の間に ニ ュ

ー ヨ ー

ク大学医学部 - 入学｡ 1 8 6 1 年に卒業して米国の 医師資格を取得する｡

《4 4 》

1 8 7 6 年 にアメ1) カ建 国1 0 0 周 年を記念して , フィラデル フィア では万 国博発会が

開催される｡ 当時 のアメリカには精神遅滞児 の施設が いくつ かあり､

ペ ン シ ル バ ニ ア

にある エ ル クイン ･ トレ ー

ニ ング ･ スク ー

ル の施設長アイザ - ク･ カ ー リン K e d i n , Is 8 a C

N . は , 万博にちなみ精神遅滞児施設 の相互利益 を目的とした協会を結成しようと関

係 の施設長を招待する｡ 1 8 7 6 年6 月6 日 ､ 現在 の米 国精神遅滞学会 の 正 式な発 足

の 日となる｡

《4 5》

協会結成 に招待された人達は全て 医師であ っ た｡
エ ドワ

ー

ド･ セ ガン ,
ニ ュ

ー ヨ -
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ク州 シラキ ュ
ー ス のウイル バ ー

W ilb ur , H . B .
,オ ハ イオ州 コ ロ ン バ ス のド - レ ン D o r e n

,

G . A . , イリノイ州ジャクソンヴイル のウイル バ ー

W ilb 町 , C . T . ,
コ ネティカット州 レイクヴ

ィル のナイトK hi gh t , H . M . ,
マ サチ ュ

ー セ ッツ州 バ レ のブラウン B r o w n
,
G . であるo

《4 6》

こ の協会結成の 日に規約作りや役員選出が行なわれた｡ 初代の会長に セガ ンが選

ばれる｡ A A M R の 1 2 5 年以 上の 歴史がこの 日 から始まる(M illig 8 n , 1 9 6 1) ｡

《4 7 》

協会 の名称は発足 当時から､ 表 1 の様に いくつ か の変遷を辿る｡ それは精神遅滞

に関する藩鼓の 変遷として の名称変更である｡

《4 8 》

A A M R の貢献には精神 遅滞の 定義と分類に関する手引書の発行がある｡ 現在ま

で 1 0 版 の マ ニ ュ ア ル を発行する｡ 世界中の 関係者 の指導書となる｡ 表2 には発行 の

推移を示した｡

《4 9 》

他に は 学術藩 の刊行である｡ 表3 にあるように ､ 誌名は 時代とともに変化 o 発 足か

ら学術性 の 高い機関誌を発行する. 現在 M e n t al R et ar d ati o n とA m e ri c an J o u m al o n

M e n t al R et a rd 8ti o n の 2 誌を隔月交互 に発行して いる｡
い ずれも代表的なジャ

ー ナル

として高く評価される｡ 前者の M e n t al R e t ar d ati o n は精神遅滞に関する実用 性 の高

い 専門誌である｡ 学会として の基本理念､ 関連資料の 提供 ､ 社会的側 面 , 支援の 実

態などを扱う. 後者の Am e ri c a n J o u m al o n M e n t al R et 8 rd 8ti o n は, 学術性を重んじて

おり､ 幅広 い 研究成果の 巷として多くの読者 に支えられる｡ ( M i11ig 8 n , 1 9 6 1 ; A A M R ,

2 0 0 2) ｡

《5 0 》

引用 文献には大体このような辛が述べ られて い た｡ アヴェ ロ ン の 野生児 から始ま っ

た治療教育が ､ 今 では特別支援教育として教育分野 では展 開がされて いる｡ 知的障

害があ っ ても, 差別や偏見 によ っ て傷付かない様に必 要な配慮や支援を行い
､ 知的

障害児の 発達や成長を促したいと考えて いる｡
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表1 A A M R の 名称変更 の 歴史(岡田喜鴬,
2 0 0 5 による)

18 7 6 - 1 9 0 5 A s s o ci atio n of M edic al 0 1R c e r s of Am e ri c a n l n s tit u ti o n s fo r idi o tic

a n d F e eble
-

M in d ed P e r s o n s

1 9 0 6 - 19 3 2

19 3 3 - 1 9 8 6

1 9 8 7
- 現在

今後

Am e ri c an A s s o ci 8ti o n fo r th e St u d y o f th e fe e bl e
- mi n d e d

An e ri c a n As s o ci ati o n o n M e n t al D e B ci e n c y ( A A M D)

A m e ri c a n A s s o ci ati o n o n M e n t al R et ar d ati o n ( A A M R)

精力的に改 定案を検討中と伝えられるが ､ その 内実は ､
｢ 精神遅滞｣

そ のもの の 名称を改定する作業として行われており､ そ の結論が得ら

れれば学会名も自動的に改定されるものと予想される｡
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表2 A A M R による定義と分類 の マ ニ ュ ア ル( 岡 田喜鴬､ 2 0 0 5 による)

第1 版 1 9 2 1 年( An e ri c a n As s o ci atio n of t h e S t u d y of th e F e ebl e
-

M i n d e d と N atio n al

c o mi t t e e fo r M e nt al H y gi e n e の 共 同出版)

第2 版 1 9 3 3 年

第3 版 1 9 4 1 年

第4 版 1 9 5 7 年 原因別分類を呈示した｡

第5 版 1 9 5 9 年(1 9 6 1 年に小規模な改訂を行なっ た)

それまで知 的機能の 水準によっ て規定して い た定義を, 適応行動 の尺 度を

加えて診断するという定義に変更し､ これを M e n t 81 R et a r d ati o n ｢ 精神遅滞｣

と表現した｡

ただし､ このときの 定義では ､ 精神遅滞と診断する際の I Q 上限を､ 平均より下

1 標準偏差(すなわちI Q 8 5) とした｡

この 第5 版によ っ て , 精神 遅滞とは ､ ①発 達期( 当時は1 6 歳未満) にお い て ､

② 一 般的知 的機能が平均より低く､ ③か つ
､ 適応行動 に 障害を伴う状態であ

る, という今 日の 定義の基本概念が確立された｡

第6 版 1 9 7 3 年(A A M D プ ロ ジ ェ クトチ ー ム による) こ の定義で は ､ ①発達期の範囲

を1 6 歳末沸から1 8 歳末沸に変更し, ②I Q 上限を平均より下2 標準偏差(す

なわち IQ 7 0) とし､
r 一 般的知的機能が平均よりも明らか に低い 状態｣ という

表現を使 っ た｡

第7 版 1 9 7 7 年

比較的小規模な改訂 であ っ た｡

第8 版 1 9 8 3 年

知的機能の水準の上 限はガイドラインであるの で ､ 臨床的判断としては IQ 7

5 まで広 げてよいとした｡

第9版 1 9 9 2 年

画期的な改訂として注 目される｡

第1 0 版 2 0 0 2 年

基本的には第9 版を引き継 いだものとな っ て いるが ､ 同時 に新たな提案や課

唐指輔が示されて いる｡

1 6



表3 A A M R の 学術機関誌発行 の 変遷( 岡 田喜篤､ 2 0 0 5 による)

1 8 7 6 - 1 8 9 6 P r o c e edin g s of th e A s s o ci ati o n of M edic al 0 1R c e r s o f Am e ri c a n

l n stit u ti o n s fo r ldi oti c an d F e ebl e
-

M i n d e d P e r s o n s .

1 8 9 6 - 1 9 1 8 J o t m al of P s y ch o
-

A s th e ni c s .

1 9 1 8
- 1 9 3 7 P r o c e ed in gs of ( A m e ri c a n As s o ci atio n fo r t h e S t u d y of th e

F e ebl e
- mi n d e d または A m e ri c an As s o ci ati o n o n M e n t al D e丑ci e n c y)

1 9 3 7 - 1 9 4 0

1 9 4 0 - 1 9 5 7

1 9 5 7 - 1 9 8 7

1 9 6 3 - 現在

1 9 8 8 - 現在

(年1 回)

p r o c e edi n gs of Am e ri c an As s o ci ati o n o n M e nt al D e fi ci e n c y( 年2 回)

A m e ri c a n J o ur n al of M e n t al D e fi ci e n c y( 季刊)

A m e ri c a n J o t m al of M e n t al D e6 ci e n c y( 隔月 刊)

M e n t al R et ar d atio n ( 隔月刊)

Am eri c a n J o ur n al o n M e n t al R et ar d ati o n( 隔月 刊)
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6 . 2 知的障害 の 定義

知 的障害 の 定義 に関して ､ アメリカ精神 遅滞学会( A A M R) とアメリカ精神 医学会

( A P A) と世界保健機構( W H O) がそれぞ れ示して いる｡

《5 1 》

A A M R 第1 0 版 の定義には〔｢精神遅滞は ､ 知的機能と適応行動の 双方 に於 ける

明らかな制限を特徴とする障害である｡ 適応行動は ､ 理念的 ･ 社会的 ･ 実際的な適応

技能として表現される｡ この障害は1 8 歳以前に発現する｡ ｣

上述の 定義は ､ 次の 五 つ の前提 の 上に成立する｡

① 存在する機能 の制限は､ そ の人と同年輩 の人たちや文化に ふさわしい地域環境

という文脈で 理解されなければならない ｡

② 妥当な評価 の ためには ､
コミュニケ ー

ション､ 感覚､ 運動 ､ 行動面 に於ける相異ととも

に , 文化的､ 言 寄的相違も無視してはならない ｡

③ 個々 の例 にあ っ ては ､ 制限とともに , しばしば長所を持 ち合わ せて いる｡

④ 制限を明らか にするための 目的は ､ 必 要な支壊 の概要を示すことにあるo

一

定期間の適切な個人的支援によ っ て ､ 精神遅滞 のある人 の 生宙機能は
一 般に改

善されるもの である｡ 〕
《5 2》

A P A の ｢ D S M
- Ⅳ て R 精神疾患の分類と診 断の 手引き｣ ( 2 0 0 0) による定義では ､

通 常 ､ 幼児期 , 小児期又 は青年期に初めて診断される障害の
一 つ として 精神遅滞

が挙げられて いる｡ そして ､ 以下 の 三点から定義を行 っ て いる｡

① 明らか に平均以下 の知的機能: 個別施行による個別検査 で ､ およそ7 0 又はそれ

以下 の I Q ( 幼児 に於 いて は, 明らか に平均以 下 の知 的機能であるという臨床的

判断 による) 0

② 同時に ､ 現在 の適応横龍(即 ち､ そ の 文化圏でそ の年帝 に対して期待される基

準に適合する有能さ) の 欠 如または 不 全が ､ 以 下 のうち 二 つ 以 上 の領域で 存

在: コミュ ニケ
ー

ション､ 自己管理 , 家庭生 活 ､ 社会的/ 対人 的技能 , 地域社会資源

の利用 ､ 自律性 ､ 発揮される学習能力 ､ 仕事 ､ 余暇 ､ 健康､ 安全｡

③ 発症は1 8 歳以前である:
《5 3 》

w H O の I C D
-

1 0 ( 国際疾病分類第10 版 w H O 1 9 9 2) による定義では ,
｢ 精神遅滞

は精神 の発達停 止あるい は発達不全 の状態であり, 発 達期に明らかになる全体的な

知 的水準に寄与する能力 , たとえば藩知 , 書 斎 , 運動および社会的能力 の 障害｣ と

定義 づけられている｡

《5 4 》
A A M R の 定義に引用 した文献には｢精神遅滞は学術用番

および医学的診断名として ､ 知的障害は法律 ･ 行政用 育として ､ それぞれ使用される

べ きものと思われる｡ ｣ ｢他方､ 国際的には ､ 精神遅滞なる用 藩も不適切であるという
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意見が高まり, これを改めようとする動きが強まっ て いる｡ したが っ て ､ 近 い 将来､ 新し

い 名称が登場する可能性が高い 事を付記 しておきたい
｡ ｣と記述されて いる｡

《5 5 》

2 0 0 7 年 2 月 2 0 日 の 時 点 で は m e n t al r et ar d ati o n か ら in t ell e ct u al an d

d e v el o p m e n t al dis abiliti e s に ､ A A M R から A A I D D ( th e Am e ri c a n As s o ci 8ti o n o n

l n t ell e ct u al a n d D e v el o p m e nt 由 D is abiliti e s) - と名 称 が 変 更 し て い る ｡ ( An n a

F h b h al a
,
20 0 7) 《5 6 》

6 . 3 知 的障害 の原因と発達 - の 対応

吉利( 2 0 0 6) によれば表4 を使用 して ､
｢ 知 的障害 の原因は生 物 医学的な危険因

子 の 比 重が大きい 場合もあるが ､ 必ずしもそれだ けで知 的障害を引き起 こすもの で

は ない ことを示唆して いる｡
つ まり､ それぞれ の 因 子が単独 で , あるい は重複して知

的障害を引起す 可能性を示している｡ 知的障害の原因を単 一

の 特定されたことだけ

に依存して捉えるの で はなく､ 生物医学的 ､ 社会的 ､ 行動的, 教育的とい っ た4 つ の

視点から時期と併せ てとらえる必要がある｡ ｣
《5 7》

と述 べ て いる｡ そして ,
｢知的障害の

症状は ､ その 個人 の 生物学的な要因だけでなく､ 費境的な要 因との 相互作用によ っ

て変化する｡ ｣ ｢ 特に､ 支援 - つ なげるために は症状 - の 対応だけでなく､ そ のような

症状が生じて いる原因に つ いて , 個人 の 生物学的要因 ､ 個人 の経験的要因そして

現在 の 乗境要 因の3 つ の 視点 からとらえて 行くことが求められる｡ ｣
《5 8 》 と述 べ て い

る｡

筆者は知 的時事の原因とな っ て いる理 由を可能な限り無くして行くことが援助には

大切であると考えて いる｡ それは ､
｢ それぞ れ の 因子が単独 で , あるい は重複して知

的障害を引起す可能性を示して いる｡ ｣
《5 9 》

また ､
｢ 知的障害の 症状は , そ の個人 の

生物学的な要因だけでなく､ 舞境的な要因との相互 作用 によ っ て変化する｡ ｣
《6 0 》

た

めである｡ 例 えば ､ 症状を変化させる為に ､ 表4 の 出生後, 生物 医学的2 .

へ は栄養

不足 を無くす援助 ｡ または出生後 , 行動的1 .
- は子どもを虐待から保護すること等

である｡ 乗境であれ ば変えることは可能である｡ 知 的障害の 危険因子(表4) を除去も

しくは軽減して行けば症状は変化してくる可能性がある｡ そして ､ そ の子 に内在する

もの が発現しやすくなることが考えられる｡
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表4 知的障害の 危険因子(A A M R ,2 0 0 2) ( 吉利宗久 ､
2 0 0 6 による)

時期 生物医学的 社会的 行動的 教育的

出生期 1 . 染 色 体 障 1 . 貧困 1 . 親 の 薬 物 1 . 支援され て

事 2 . 母 親 の 栄 使用 い ない親 の

2 . 単
一

遺 伝 養不良 2 . 親 の ア ル コ 藩 知 能 力

子 障害 3 . ドメス テ ィツ
-

ル使用 障害

3 . 症侯非 クバ イオ レ 3 . 親 の喫煙 2 . 親になる準

4 . 代謝障害 ン
■

ス 4 . 親 の 東 成 備の欠如

5 . 腐 発 育 不

全

6 . 母 親 の 疾

忠

7 . 親 の年齢

4 . 出 生前ケア

- の ア クセ

ス 欠如

熟

周産期 1 . 未熟 1 . 出産ケア - 1 . 親による世 1 . 退院時介入

2 . 分娩外傷 の アクセ ス欠 話 の 拒否 サ ー ビ ス -

3 . 新 生 児 障 如 2 . 親による子 の 医療 的解

育 どもの放棄 介 の欠如

出生後 1 . 外 傷 性 脳 1 . 不 適 切 な 1 . 子 ども の 虐 1 . 不 適 切 な

損傷 養育者 待と無視 育児

2 . 栄養不足 2 . 適 切 な 刺 2 . ドメス ティ ツ 2 . 診 断 の 遵

3 . 髄膜脳炎 激の 欠如 ク バ イオ レ れ

4 . 発 作 性 障 3 . 家 庭 の 貧 ン
■

ス 3 . 不 適 切 な

育 困 3
. 不 適 切 な 早 期 介 入

5 . 変性疾患 4 . 家 族 の 慢 安全対策 サ ー ビ ス

性疾患 4 . 社 会 的 剥 4 . 不 適 切 な

5 . 施設収容 辛

5 . 困井な子 ど

もの行動

特 殊 教 育

サ
ー ビス

5 . 不 適 切 な

家族支援

2 0



7 考察

7
. 1 藩知的発達と支援

子どもの藩知 的発達と支援を考える場合に ､ 知 的障害児に関しては｢ 今日で は発

達論を作業仮説とし､ 記憶課唐 に放ける記憶方 略や弁別課唐 にお ける言静媒体 の

使用 によるスキ ル の 遅れ は動機付 けの低さによっ てもたらされるという考えが主務で

ある｡ ｣
《6 1 》

と指摘がある｡ また､ 共同注意の 研究では知的障害の1 8 ケ月 の 時点はコミ

ュ ニケ
ー

ションの能力 が定型発達群と比 べ ると遅滞して いることが述 べ られて い る｡

《6 2 》

定型発達過程では シンボル 形成が行なわれる時期である｡ こ の時期より個人差が表

面化してくるとすれ ば ､ 少なくともこ の 頃に は知 的障害児の 藩知 的発逮 - の支援 は

大切な意味を持 っ てくると考えられる｡

7 . 1 . 1 発達論

藩知的な問題が表れてくる1 8 ケ月 頃の知 的障害児に対する藩知的発達の 支援に

あたり作業飯説として三 つ の発達論が挙げられる｡ 先ず､ 知的な間唐が表れてくる上

述の 共 同注意 の 研究はピアジ ェ の発達理論で は1 歳半もしくは2 - 4 歳まで の象徴

的思考段階である｡ 定型発達過 程で は表象が形成されて ､
｢ 意味するもの｣ と｢ 意味

されるもの｣ との 関係が生じる時期である｡ また､ 青 静的シ ェ マ を形成し､ シ ンボル を

構成する能力 を発 達させる特徴が表れる時期である｡

そして , 氏. B . キャ ッチ ル によ っ て明らかにされた流動性知 能の因子も作業仮説に使

用 できる｡ 凍動性知能とは ,
｢ 新しい 場面 - の適応を必要とする際に働く能力であり,

脳 髄ない し個体 の 生理的成熟に密接に関係して いると考えられて いる｡ ｣
《6 3 》

誕 生

から青年期に かけて遂行レ ベ ル が上昇し2 5 歳頃を境に徐々 に下降する変化がある｡

そして ､ こ の基本的情報処理 に使用される因子 にシンボル が含まれて いる.

紬4 》
凍

動性知能によるシ ンボ ル の知能因子 を刺激することや結晶性知能による知織を獲得

することの見通しを持っ た生涯発達の視点より作業俊説 が立てられる｡ 例えば ､ 結晶

性知 能とは過去 の 経験が結晶化されたもの で あり､ 凍動性知能を基 盤として ､ 過去

の 学習によ っ て得られた判断力 や習慣を意味する｡

t1 6 5 》
この 為､ 成長して本を読み

知鼓を獲得する為に必要な､ 記号 の因子を藩知 的な間唐が表れてくる1 8 ケ月 頃より

刺激する｡ 記号を使 っ た遊具を子どもに興味を持たせる事や本の 文字〔意味するも

の(記 号)〕と文字の意味〔意味されるもの(意味)〕との 関係を生じさせ ､ 言寄的シ ェ マ
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を形成し､ 知敢を獲得する結晶性知能 の準備を行うとい っ た例 である｡ キヤツテ ル の

発達論より個別的に作業仮説として の 展開が可能である｡

最後に ､ 共 同注意 の発 達に関して ･ 1 ｢ 視線 の 追従｣
･ 2 ｢ 行動の 追従｣

･ 3 ｢ 注意の換

作｣ ･ 4 ｢ シ ンボル 形成｣ という4 段階があり､ 因果的な発 達連鏡を持 っ て いる事が示唆

された｡

《6 6》

上述の 藩知発達研究 の 始まり(ピアジ ェ の発達理論) ､ 生涯発 達の視点(キヤ ツテ

ル の 知能因子) ､ 最近 の 共 同注意の発達に関する研究 ､
これらの発 達論は様 々 な視

点より子どもの発達が理解 できる｡ 藩知 の 基本構造を形成する場合 ､ 特に言 寄媒体

- の 支援を考える作業仮説として適した発 達理論と考えられる｡

7
. 1 . 2 支援

上述の発達論を作業仮説として ､ 藩知発達の支援を考奏する｡ 共 同注意の 研究よ

り･ 1 ｢視線の追従｣ ･ 2 ｢ 行動の追従｣
･ 3 ｢ 注意の 換作｣

･ 4 ｢ シ ンボ ル 形成｣ という4 段階

があり､ 因果的な発達連銀を持 っ て いる事が示唆されて いる.

《6 7 》
子 どもの 藩知 の構

造 - シンボル 形成を行う事がオ ペ ラント条件付けの 刺激 = 反応 = 強化刺激の 因

果関係と発達論を作業飯説として使用して支援することが考えられる｡
こ のオ ペラント

条件付けとは｢有機体の 自発した行動に強化刺激を随伴させ
, その 反応頻度や反応

特性を変容させる換作, およびそ の過程｡ ｣
《6 8 》

を意味する｡ 共同注意の発達研究は

1 から4 までは順に因果的な発達連弟を持 っ て いる事がこの 研究によ っ て示唆された

為に , 祝患を向ける絵などを使用して追従行動を刺激する｡ そうすれば連鏡より発達

が表れてくることが考えられる｡ そして ､ 1 - 4 まで の反応が現れると子 どもを誉めて 強

化すること等が考えられる｡
4 ｢ シンボル 形成｣ まで発達させて , R . B . キャ ッチ ル によ

っ て明らかにされた流動性知能の 因子( シ ンボル) を刺激すれ ば, 環境の デ ー タを受

け入れて
一 定の 形式で処理する事が出来る様になると考えられる｡ この 時期はピア

ジ ェ 理論より､
｢ 意味するもの｣ ( シンボ ル) と｢ 意味されるもの｣ ( シ ェ マ) との 関係が生

じ処理されるo 音 静的シ ェ マ を形成し､
シ ンボル を構成する能力を支援する事が考え

られる｡ この支援は藩知発達 の基盤となるために ､ 僻序立て て形成して行くことが重

要である｡

また, 藩知発 達の支援に 関して , 養育者が足 場作りをする行為が重要 な意味を持

っ て いるとされて いる｡ それは ､ 〔( 1) 子どもを課唐 に惹きつ けること｡ ( 2) 課磨を簡単

にして 閉居解決 に必要 なステ ップ の数を減らすこと｡ それにより､ 子 どもは課 唐要求
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を憩報できるようになり､ 閉居解決過程に必要な下位ス テップを達成できるようになる｡

( 3) 子 どもを目標達成 - と動機付け､ 子どもの 思考過程を正しく方向付けること｡ ( 4)

子 どもが考え出した解決法と正しい 解決法 のあい だ の 本質的な矛盾 点を示 すこと｡

( 5) 間者解決 に伴う子どもの 心 の葛藤を静養すること. ( 6) 間者解決 に至るまでの 模

範的な遂行例を示 すこと｡ 〕《6 9》
というもの である｡ 藩知発達の支援 に関して ､ 知的

障害児による動機付けの低さ - 対応するには(3) の 藩知 的な最終目標 - 方 向付け

ることが支援として考えられる｡ 1 - 6 まで全てを考慮して動機付け へ 影響を与 えて行

く事が支援として考えられる｡

7 . 2 総合的考察

本研究は 主としてピアジ ェ の発 達論を作業仮説として , 藩知的な発 達支援を考え

整理して いくことが 出来た｡ 知的障害のある子ども - も, 明らかにされた理論等により

そ の 藩知的発 達向上 - の 可能性があると考えられる｡
ピアジ ェ 理論 の形 式的操作を

参 考に支援を実践するため の 仮説として構成できたと考えて いる｡ しかし､ 宮元( 2 0

o o) によれ ば､ 知 的障害児に関して ､
｢最終的に 閉居 にな っ てくるの は ､ 落ち つ きの

なさなどの 初期からある行動面や学習障害などの 藩知能力 の 閉居で はなく､ 情緒面

の 閉居 である｡ ｣
《7 0 》 と指摘されて いる｡ 本研究は 藩知 面を主として いるために ､ 軽

度知 的障害児 の情緒面 の 閉居に つ いては別 に考察が必要 であると考えられる｡

別 の得られた結果としては , 支援を考える際に他者(その 人) の 発達にた っ て支援

を考えることである｡ 自らの藩知発 達で はなく, 自分と他者を区別 して支援を考えて

いく必 要があることが研究 によ っ て重要であると分か っ た｡ これ は養育者が足場作り

をする方法論による気 づきである｡

《7 1 》 筆者自身が藩知発 達しようと努力 する事と､

他者(その 人) を支援する場合に はまた別 の 対応 が必 要である事｡ 養育者として ､ 自

分とは違う他者を理解し, 支援する事が大切 であると分か っ た｡

また ､ 今後求められるサポ ー

トの在り方として は発達論 ､ 特性論 ､ 類型論などによ

る理論中心 の 視点を支援の 実際に つ なげて行く視点が併せ て求められると考える｡

これは子 どもの 理解そして支援 - 繋げることが出来るため である｡ 具体的には知能テ

ストなどアセ スメントツ ー

ル を活用して ､ そ の藩知 特性 に欠 けて いる所を知り､ 康れて

いる特性 により補う事｡ 欠 けて いる藩知特性 の 因 子を刺激する支 援などが考えられ

る｡

今回は発達論を中心 に支壌を考え出したが ､ 他 の 理論的観点より個人差に対応
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する必要 があると考えられる｡ 藩知発達の支援に つ い て ､ 知的障害児に共通したこと

は動機付けの低さに個人差が表れる事である｡ 今回の 研究 の様に藩知 的発達にお

い て著しい遅れがあると考えられる知 的障害児の 支援 の
一 般的なあり方 に つ い ての

検討とともに ､ 個人的な目的や間者も考慮して支壊する必 要がある｡ しかし､ 理論の

み の 検討に終始することには 限界があると考えられるが ､ 理論的な面 から子 どもを理

解すれば､ 個人的な支援に関しても対応 できると思われる｡ 実践的な検討の 裏付け

を行ない ながら､ 個人 に適切であり､ 効果的な理論を参考に対応する必要があると

思われる｡
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8 今後の課題

研究 のこれ から発 展す べ き方向性として ､ 本研 究はまだ仮説である為に様 々 な研

究 を参考に子どもを理解して ､ より効果的な藩知発達が結果として現れてくる支援を

考え出せればと思う｡ また､ 今回 の研究に欠 けてい た事は ､ 藩知発 達に開し社会との

関わりで何が求められて いるの かを考慮する事である｡ 人 間の 藩知発達機能の
一 般

論も作業仮説として は必 要であるが ､ その 藩知発 達に関して何が求められて いるの

か を詳 しく知 る必 要 が ある ｡ 成 人 の 藩 知 発 達 に は 藤 村( 2 0 0 5 ) が シ ャイ エ

(s ch ai e
,
k . w .) の 藩知発達モ デル から,

｢ 成人以後の 藩知発達の度 階は ､ 単に何を知

っ て いるか ､ 何ができるかに つ い て の 違い を示す の ではなく､ 社会との 関わりで何が

求められているか ､ 自分の生き方との 関わりで何を求めるか によ っ て藩知活動の質が

変化することを示して いるといえる - -

｡ ｣ と述 べ て いる｡

《7 2》
家族や国家など社会と

の 関わりを考慮して ､ どのような ニ
ー ズがあるの かを藩知して ､ 対応する事が今後 の

課居である｡ これは知的障害の子 どもに つ い ても基本的に同様である｡
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《5 0》 《4 1》に同じ

《5 1》 吉利宗久 ｢ 知的障害｣ 2 0 0 6 特別 支援教育における教育実践の 方法 発

達障害 の ある子 ども - の個に応 じた支援と校 内 ･ 地域連携 シ ステ ム の構築

菅野敦 宇野宏幸 橋本朝 一

小 島道 編 ナカニ シヤ出版 p p . 8 - 2 0

《5 2》 《4 1》に同じ

《5 3》 《5 1》に同じ

《5 4》 竹花正剛 ｢ 精神遅滞｣ 1 9 9 9 心理学辞典 c D
-

R O M 版 ( E P W I N G 規約

第2 版準 拠) 中島義明 安藤清志 子安増生 坂野雄 二 繋桝算男 立花

政夫 薄 田裕司 編集 有斐閣

《5 5》 《4 1》に同じ

《5 6 》 A n n a P r ab h al a h fo r m 8 ti o n fo r m A A I D D F O R I M M E D I A T E R E L E A S E

2 8
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2 0 ,
20 0 7

《5 7》 《5 1》に同じ

《5 8》 《5 1》に 同じ

《5 9》 《5 1》に同じ

《6 0》 《5 1》に同じ

《6 1》 大 六 一 志 ｢ 知 的幹事概念の変化｣ 2 0 0 5 新 ･ 心理学の 基 礎知# 中島義

明 兼群集男 清田裕司 脊集 有斐常 p . 4 4 5

《6 2》 《1 6》に同じ

《6 3》 《1 5》に同じ

《6 4》 藤村宜之 ｢措品位知能と流動性知 能 : 能力 の 生涯発達 の2 つ の 軸｣ 2 0 0 5

やわらかアカデミズム ･ < わかる > シリ ー ズ よくわ かる藩 知発達とそ の支壊

子安増生 # ミネルヴァ書房 p p . 2 6 - 2 7

(1 6 5》 《1 5》に同じ

《6 6》 《1 6》に同じ

《6 7》 《1 6》に同じ

《6 8》 《1 7》に同じ

《6 9》 《1 8》に 同じ

《7 0 》 小島道夫

理漁と方法

《7 1》 《1 8》に 同じ

《7 2》 藤村宜之

r 知的辞書のある子どもに 対する支捷｣ 2 0 0 5 特別 支凄教育の

大帝直樹 音利宗久 # 埠見好 p p . 1 0 3 - 1 1 6

｢ 成人期: 生産的な活動と次世代 の 育成｣ 2 0 0 5 や わらかアカ

ヂミズ ム ･ < わかる> シリ ー ズ よくわかる私知発達とそ の支凄 子安増生 宙

ミネル ヴァ書房 p . 1 5 5
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